








<研究目的> 

先天性甲状腺機能低下症のマス・スクリーニングに伴い、本症との鑑別が問題となる2～3

の甲状腺機能異常症が明らかとなってきた。一過性甲状腺機能低下症もその一つであり、

その原因としては、母親の甲状腺疾患や胎児造影等、あらかじめ甲状腺機能低下症が一過

性であると予想される症例と、とくに原因が考えられずある期間甲状腺剤で治療後、始め

て一過性の疑がもたれ治療を中止していく症例がある。いずれの場合も初期における早期

治療は重要であるが、また治療中止時期も問題であり、特に後者の場合は一過性が予測し

えないため、必要以上に長期間治療を継続してしまう危険性がある。 

そこで、今回、我々の経験した一過性甲状腺機能低下症例について、特にその原因があら

かじめ明らかでなかった症例を、治療前の検査成績、治療経過より retrospective に、ク

レチン症と差異がなかったかどうか比較検討した。 


